
16 - 16
14 - 15
25 - 12

Ｃ 23 - 16
Ｍ コート 7 - 6

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0
2 0 0 0 0 3 0 0 0 0 5 5 2 0 0 0
3 * 0 0 5 7 3 6 0 3 4 7 5 0 0 0
4 * 0 1 1 4 0 0 1 0 1 1 2 4 1 0
6 * 1 5 2 5 1 2 0 0 4 4 3 1 0 0
7 * 0 0 5 10 4 4 3 2 6 8 2 0 2 0
10 0 0 3 1 1 0 0 2 2 1 3 1 3 4 1
14 0 1 4 0 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
15 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
18 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
21 * 0 0 6 12 6 6 3 3 13 16 3 0 3 0
35 0 0 2 1 3 1 2 0 1 1 2 0 2 0 0
41 0 0 0 5 9 0 0 1 6 1 7 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 1 3 0
2 16 28 57 16 22 10 17 37 54 20 11 12 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 1 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
2 * 0 0 5 12 0 2 2 2 4 6 2 9 2 0
13 * 0 0 3 9 1 2 3 2 5 7 4 3 2 0
14 * 0 0 1 3 0 0 4 2 3 5 1 0 1 0
22 * 4 11 0 6 0 0 4 0 4 4 3 1 1 0
24 * 2 7 6 16 2 2 3 0 4 4 3 0 5 0
26 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0
32 0 0 0 1 2 0 2 1 1 2 3 2 0 0 1
34 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0
58 0 0 0 0 1 0 0 2 1 0 1 0 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 1 3 0
6 19 19 55 3 8 19 9 26 35 17 15 12 1

Team / Coach: 高木 憲章 -
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記録

2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.10.２９
同志社大学開始時間 10:00

会　　場 神戸学院大学

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

同志社大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点9 勝ち点5試合ＮＯ 264

78 59

敗チーム

甲南大学

男子

戦評
【総括】
2部リーグ戦最終日、一試合目は甲南大学と同志社大学との一戦。リーグ戦最終日とあって気合いの入る両者は、
激しいディフェンスでスタートし、序盤から両者一歩も譲らない戦いとなる。後半、インサイドを起点とし、チャンスを
掴んだ同志社が主導権を握り、リードを得た。甲南大も追いつこうと果敢に攻めるも、一歩及ばず、同志社がそのま
まリードを守り切った。78-59で同志社が白星を飾った。

【第一ピリオド】
第一ピリオドは、両者マンツーマンディフェンスでスタート。序盤、同志社はアウトサイドを起点として攻めるが、甲南
大の激しいディフェンスに苦しむ。一方、甲南大はオフェンスリバウンドに果敢に飛び込み、チャンスを掴む。甲南
大は＃24藤井のアウトサイドシュートで流れに乗ろうとするも、同志社もうまくファウルを誘い、得点を重ねる。序盤か
ら一進一退の攻防が続き、そのまま第一ピリオド終了。16-16で同点。

【第二ピリオド】
第二ピリオドは開始早々、同志社がディフェンスからのファーストブレイクを連続で決め、流れに乗り始めたところで
甲南大が慌ててタイムアウト。タイムアウト後、そのまま差を広げたい同志社は積極的に攻めるも、ゴールに嫌われ、
なかなか得点ができない。第二ピリオド終了間際に、甲南大＃2岩崎＃22小栗のシュートで逆転し、第二ピリオド終
了。30-31の甲南大リードで前半を折り返した。

【第三ピリオド】
第三ピリオドは、同志社が＃3下田＃7古村のインサイドでのシュートが決まり、主導権を握る。甲南大＃22小栗のス
リーポイントで応戦するも、同志社はファウルトラブルをうまく利用し、着々と得点を重ね、流れを許さない。さらに、＃
6柳原のスリーポイントが決まり、差を広げ、この試合初めて二桁リードを奪う。そのまま第三ピリオド終了。55-43の同
志社12点リードで最終ピリオドを迎える。

【第四ピリオド】
第四ピリオドは、甲南大は＃2岩崎が中心となって得点を重ねる。一方、同志社は♯21田邉のゴール下でのシュート
を確実に決め、甲南大を寄せ付けない。中盤、同志社＃7古村の速攻が決まり、一気に流れを掴み、リードを広げ
る。その後なんとか追いつきたい甲南大は＃2岩崎のドライブなどで攻めるも、得点することができない。そのまま
リードを守り切った同志社が78-59で勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

森・村田(関西大)戦評久田 浩嗣 副審 沖 知起


